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 論文内容の要旨
 本論文では、生活協同組合の組織とそれを取り巻く状況のなかにジェンダー構造が潜んでいる
 ことを指摘し、その実態と構造が変革していくための女性の学習のありようを考察した.同時に、
 学習の場としての生活協同組合の位置付けを課題として設定し、事例をとおしてその課題を明ら
 かにすることを試みた。
 論文の構成は序章、本論文は第1部、第H部、第皿部、終章からなる。
 序章では、本研究の目的、問題の所在を明示するとともに、本研究の視点となる女性の学習に
 みられる「非連続性」に注目する.そこで、女性学習者らが「非連続性」克服し、「連続的なもの」
 を目指すということは、女性のエンパワーメントをめざした学習へのシフトを意味する。したがっ
 て、エンパワーメントをめざす学習では、学習過程において学習者一人ひとりが自らカや可能性
 を認識できるような学習が要求されることから、こうした学習が生活協同組合の組合員活動と職
 員労働がから見出そうとした。
 以上、取り上げた意識のもとで、まず、第1部では、生活協同組合における女性の学習をとら
 える理論的枠組みの構築を目的に、「フェミニスト・ペダゴジー」(女性の視点を重視)と「意識
 変容論」(批判的な意識を持つことを重視)、「共同学習」(話し合うことを重視)理論の、三つの
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 学習理論に注目し、それらの検討をとおして本研究の理論的課題と方法を整理した.上述した3っ
 の理論は、研究者らによってそれぞれ取り上げられ、成人の学習論として位置づけられてきたが、
 本論文では3つの理論を総合的に取り上げることにより女性学習者らの包摂へつながる有効な理
 論フレームをもつものであると思われるからである。特にフェミニスト・ペダゴジー論は、社会
 に潜むさまざまな性的抑圧を乗り越えようとする市民的運動プロセスのなかで、学習者が所属す
 るコミュニティにおいて相互に責任を共有するとともに、行動的になっていく過程に着目してい
 る.言いかえれば、学んだことを社会的行動に移すためのカを獲得する学習過程としてとらえら
 れるのであり、その学習の発展過程が、その分析の際の焦点の一つとなっている。
 次に、第H部では、日本の生活協同組合での女性の学習生活を取り上げ、その学習の内容や方
 法、学習がつくられてきた過程を分析した。第H部で検証した生活協同組合という組織は、「参加
 型民主主義」を大前提としたものであることから、こうした理論を実証的に検証することにふさ
 わしい対象ではないかと思われる。すなわち、生活協同組合は、組合員である消費者の出資によっ
 て成立し、それがゆえに出資者である組合員は、その運営に対しての発言権を有している。こう
 した生活協同組合をとおした女性の参加は、その学習に「連続性」を持たせるものとして有効で
 あるものとして、①環境研究会への参加、②福祉活動への参加、③生活協同組合と女性の労働な
 ど3つの生活協同組合の活動をとおして有効であることが確認された。したがって、組合員によ
 る一連の活動は組合員の学習活動によって支えられてきたものであり、さらに、生協における学
 びの機会は重層的に構成されているといえる。
 さらに、第皿部では、日本とは生協の成立の背景が異なる韓国における生活協同組合での女性
 の学習生活に着目し、日本の生協運動との比較分析を試みた.その結果、女性運動団体から作ら
 れた韓国女性民友会生協は、組合員による実践活動は当事者性(ニーズをもつこと)を持つもの
 であり、当事者主権(自己決定権)を持つものとして位置づけることができた.特に、日本とは
 違って「女性性」に拘ることなくさらに活動を広げていることを特徴として取り上げることがで
 きる。
 以上、本論文では、日韓の生活協同組合活動をめぐって、組合員の社会参加に向けた意識の変
 容過程に着目し、その学習実践の分析を試みた.ここで生活協同組合は、社会的貢献と市民教育
 の実践の場としてとらえることができる。生活協同組合という組織が内包するエンパワーメント
 の場としての機能のさらなる探求は、社会的包摂を主要課題とするこれからの生涯学習の理論の
 再構築に、大いに寄与するものと思われる.
 本論文で検証してきたように、生活協同組合における女性の事業参加、社会参加は、彼女らの
 学習の場として大きな可能性を有している。一方、学習過程においては共同の学習をとおした組
 合員同士の話し合いによる意識の変化がみられ、さらに学んだものを実践に結びつけようとする
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〆 傾向がみられる。
 しかし、生協は、組織の拡大に比例してジェンダー分断が顕著にみられることから、ジェンダー
 センシティブな視点から、その組織的性格を点検することが求められている.したがって、こう
 した課題を解決していくうえで、フェミニスト・ペダゴジーの視点、つまり、社会的性差である
 ジェンダー視点を取り入れた学習を生活の中にいかに組み込むかが課題といえよう。
 論文審査の結果の要旨
 社会的諸課題を解決するうえで、国家原理、市場原理とは異なる原理をもつサードセクターヘ
 の期待が高まっている.協同組合は、このサードセクターのなかでも長く豊かな実践の蓄積があ
 り、かつ、日本においても重要な役割を果たしてきた。本論文は、この協同組合への参加が有す
 る教育的意義を明らかにするとともに、実証的研究をとおして、女性の学習論の課題をより具体
 的に明らかにすることに課題をおく。
 本論文の社会教育研究上の第一の意義は、協同組合を学習する組織として位置づけ、この教育
 的意義を、参加する女性たちの意識変容の過程を通して詳細に分析しているところである。学ぶ
 ということを、新しい知識の獲得や行動変容の側面だけではなく、意識変容の過程として追究し
 ようという欧米の成人教育研究の成果を適用し、これを実証的に明らかにしょうとする研究の意
 味は小さくない.第二に、主体的参加にもとづく民主的組織としての協同組合の可能性を強調し
 つつも、これが、すぐれてジェンダーにもとづく分断を内在していることを明らかにしているこ
 とである.ここから、女性問題学習の固有の課題としての重要性を指摘している.第三に、女性
 運動からはじまり協同組合を設立・運営している韓国の実践を分析して、こうした協同組合の性
 格を止揚するための学習内容・方法と実践の視点を明らかにしていることである.この実証は教
 育研究だけではなく、広く協同組合研究としても貴重な成果をあげている。
 しかし、残された課題も少なくない.例えば、先行研究の整理・検討の部で3つの学習論をと
 りあげているが、この検討から導かれる筆者の分析枠組みがやや曖味なために、意識変容論を除
 き後の実証的分析に十分活かされているとはいいがたい。また、協同組合及び学習の過程を総合
 的・動態的に把握することを課題としつつも、ノンフォーマル・エデュケーションとしての講演
 会や学習会をとりあげるにはいたつていない.ケースとしてとりあげた事例も、活動に積極的に
 参加する女性に限定しているが、そうではない組合員を事例として比較分析するなかで、活動へ
 の参加・非参加が意識変容にどのように影響するのかということもより明瞭に把握することがで
 きたであろう。
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 こうしたいくつかの課題を残しつつも、実証も堅実であり、社会教育・成人教育の研究として
 新しい知見をつけくわえたものとして評価できる。よって、本論文は博士(教育学)の学位論文
 として合格と認める。
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